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套縁に沿って， 1列または数列にならんで ，かなり多数の目がある。 しかし ，シャゴウは例外
で目はない。
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Tridacna gigas (Linne 1758) オオジャ コ
T. derasa (Roding 1798) ヒレナシジャコ





T. maxima (Roding 1798) ナガジャコ
T. crocea Lamarck 1819 ヒメジャコ
























































































第4図 暗所に 1カ月飼って褐虫藻を失い白化したヒメジャコ 外套縁に並ぶ小
黒点が目 A. 入水管， B. 出水管










































































約X200 L :レンス＂ 8 :感覚
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型の ものである。ここ から細い突起が出て， 集まって神経となる。
これらの感覚細胞のすぐ隣りに共生涵があって，黒色色素細胞などは見いだされない。
第 4図でよくわかるように，目は多数にあるが，小型で，全体に占め る容積は非常に小さく，
全体の1/1000にも 達しないであろう。 Yongeの言うように日光を共生藻に供給すると しても，
とく限られたものである。むしろ，目の周囲に共生藻が充満し，余分の日光を吸収する黒色色





が，感覚細胞はよく発達 していて ，前向き ，後ろ向き二層からできている。
目の上の表皮は薄く光を通しやすくな っている。周辺部の表皮は厚くなっているが，黒色色









ここにきた光を反射して向こう側の目に送る。 このため ，ヒメ ジャ コは直射日光を
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